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戦没者を慰霊し世界平和を願う優しさと思いやりの心を育む

健康増進・町民サービスの向上釣りを通じて川の生態系を学ぶ

殉公者追悼式人権の花運動でこども園、小・中学校に花を寄贈

明治安田生命保険相互会社と連携協定を締結津別小６年生が河岸公園の津別川で釣り体験

　６月１５日、戦没者を慰霊し、恒久平和への誓いを
新たにする「殉公者追悼式」が役場庁舎健診ホールで
行われました。追悼式では、黙祷、国歌斉唱、来賓に
よる慰霊の辞の後、参列者全員が献花を行い、鎮魂の
祈りを捧げました。

　６月２０日、人権擁護活動の一環として「人権の花
運動」が実施され、人権擁護委員が小学校の児童にマ
リーゴールドを手渡しました。また、２２日にはこど
も園、中学校にも寄贈され、子どもたちが協力して育
てることで心の豊かさを培う取り組みが行われました。

　６月７日、明治安田生命保険相互会社と町は、健康
づくりや生活習慣予防、がん対策に関することなど健
康増進を目的とした連携協定を締結しました。
　血管年齢や野菜摂取量の検査など健康イベントを予
定しており、町民の健康意識の向上が期待されます。

　６月１５日、津別小６年生が理科授業「食物連鎖」
の一環として、川釣りを体験しました。
　プランクトンをはじめとする川の生態系を学ぶこと
を目的に、釣りを楽しみながら身近な川の環境を学習
しました。

未利用木材の有効利用開始津別町相撲少年団が奮闘
木質バイオマスセンター完成式第１０回オホーツク相撲選手権大会

　６月１０日、津別町達美に建設を進めてきた木質バ
イオマスセンターの完成式が道議会議員、オホーツク
総合振興局長ら約５０人の出席のもと行われました。　
　今後、未利用木材の有効活用を目指し、町内外から
原料を受け入れ、チップの生産を進めていきます。

　５月２０日、津別町で開かれた第１０回オホーツク
相撲選手権大会に相撲少年団の増田翔大さん（幼児の部
１位）、柏葉誠汰さん（低学年の部４位）、増田大地さん（高
学年の部４位）、池田湊さん（高学年の部１位）の４人が出
場。団体戦小学生の部では２位と上位入賞しました。
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グリーンマートＩＮつべつに迫る！
＆木質バイオマスセンター完成
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77 － 8374
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　令和５年５月１６日、新しく建てられた大通地区コミュニティ施設に装いも新たにオープンした「グリー
ンマート IN つべつ」。オープン直後のお店を取材し、青果・肉・魚・惣菜の担当者にお話を聞きました。
知られざる担当者のこだわりや思い、大人気の手作りお惣菜を紹介。また、ビアガーデンやアイデア商品
も！？　町で唯一のスーパー「グリーンマート IN つべつ」の新しい姿に迫ります。
　そして、６月１０日に完成式典が行われた「津別町木質バイオマスセンター」も取材。エネルギーの地材
地消を進める津別町の今をお届けします！

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおいに設置された「デジタルサ
イネージ（映像看板）」でも視聴することができます。※タウン
ニュースつべつは、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新
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